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S&Pは豪州国債の格付見通しを「安定的」へ引き上げ

 米格付会社S&Pは豪州の国債格付見通しを「弱含み」から「安定的」へ引き上げ、AAA格付を維持することを確認。

 S&Pは格付見通し引き上げの背景として、2020年代初頭に財政収支が黒字化する確度が高まったことを挙げる。

 S&Pは、力強い国内景気と底堅い資源価格が政府歳入を下支えすることで、政府歳入の余力が大きく改善と評価。

 S&Pは財政黒字化目標は超党派の支持を得ていると述べ、政局変化の財政見通しへの影響は限定的との見方示す。

S&Pは豪州の格付見通しを「安定的」へ引き上げ

米格付会社S&Pは9月21日、豪州国債（長期債務格

付）の見通しを「弱含み」から「安定的」へ引き上げると共

に、AAA格付を維持することを確認しました（図1）。

S&Pは、2016年7月に総選挙を受けて財政見通しの不

透明感が増したことから、豪州国債の格付見通しを「弱含

み」へ引き下げていました。今回、S&Pが格付見通しを引

き上げたことで、主要格付3社（S&P、ムーディーズ、フィッ

チ）による豪州の長期債務格付はAAA格付（「安定的」見

通し）で揃う結果となりました。

図2：S&Pによる豪州一般政府の財政収支の見通し

（出所）S&Pプレスリリース
（注）予測は2018年8月31日時点。一般政府には中央政府、州政府、
地方政府が含まれる。

S&Pは財政黒字化の確度の高まりを評価

S&Pは豪州の格付見通しを引き上げた背景として、

2020年代初頭に豪州の財政収支が黒字化する確度が

高まったことを挙げています。公表されたS&Pの財政見通

しによれば、豪州の一般政府の財政収支は2020年度

（2020年7月～2021年6月）にGDP比+0.1％の黒字に転

換すると予想されています（図2）。

S&Pは豪州の力強い国内景気と底堅い資源価格が今

後の政府歳入を下支えするとの見通しを示し、政府歳入

の余力が大きく改善していることを評価しました。

図1：主要格付会社による豪州の国債格付

（出所）各社プレスリリース
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政局不透明感の財政見通しへの影響は限定的に

また、S&Pが2016年7月に格付見通しを引き下げた背

景には、政権与党の財政運営に対する不透明感がありま

した。最近では、2018年8月に与党の内紛劇が首相交代

（ターンブル首相→モリソン首相）に発展するなど、政局の

不透明感が台頭しつつありました。しかし、S&Pでは「各政

党間に政策の違いはあっても、財政黒字化目標は議会で

超党派の支持を得ている」と述べ、政局の変化が財政見

通しに与える影響は限定的との見方を示しました。
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